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		9		Q１		東北～北関東では、どの草種が良いか		13		Q１０		飼料用ではない緑化用やｺﾞﾙﾌ場用等のｼﾊﾞやﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽの種子は使えますか？

				１-1		ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽの特性は トクセイ				Q１１		標準的な播種量と種子の節約法 ヒョウジュンテキ ハシュ リョウ シュシ セツヤク ホウ

				１-2		ﾗｲｸﾞﾗｽ類の特性は ルイ トクセイ				Q１２		更新（播種）時期は？ コウシン ハシュ ジキ

		10		１-3		ﾁﾓｼｰの特性は トクセイ				Q１３		ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ播種時の留意事項

				Q２		単年生牧草（ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ等）の利用は？				Q１４		適期以外に播種する時の留意事項 テキキ イガイ ハシュ トキ リュウイ ジコウ

				Q３		草種や品種を選ぶ基準は？				Q１５		施肥や土壌改良資材の投入量は？ セヒ ドジョウ カイリョウ シザイ トウニュウリョウ

				Q４		牧草の奨励品種を使うﾒﾘｯﾄは？		14		Q１６		傾斜がきつい場合や石礫が多いほ場の更新方法は？ ケイシャ バアイ セキ レキ オオ ジョウ コウシン ホウホウ

		11		Q５		混播のﾒﾘｯﾄは？組合せは？				Q１７		多量のｶﾘｳﾑ施肥により、牧草中の放射性ｾｼｳﾑ濃度がさらに低下するのか？

				Q６		種子の注文は？				Q１８		更新後はどのような管理が必要か コウシンゴ カンリ ヒツヨウ

				Q７		転作田に適した草種は？				Q１９		堆肥等は、施用すべきですか？

		12		Q８		更新の手順は？ コウシン テジュン				Q２０		牧草地のｶﾘ不足を見分ける方法

				Q９		雑草が多い草地での留意事項は？ ザッソウ オオ ソウチ リュウイ ジコウ				Q２１		ｾﾞｵﾗｲﾄ等の吸収抑制効果は？
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		牧草の放射性セシウム濃度低減を目指した ボクソウ ホウシャセイ ノウド テイゲン メザ

		東北～北関東地方における草地更新に関する留意事項 トウホク キタカントウ チホウ ソウチ コウシン カン リュウイ ジコウ

		(1) 草種・品種選定、種子関係 ソウシュ ヒンシュ センテイ シュシ カンケイ

				Q		A		回答（案） カイトウ アン		藤森さん フジモリ		水野さん＋山本さん ミズノ ヤマモト

		No.1		本地域（東北～北関東地方）では、どのような草種が利用可能ですか。また、それらは、どのような特長がありますか。 ホン チイキ トウホク キタカントウ チホウ ソウシュ リヨウ カノウ トクチョウ		永年生牧草としては、
イネ科：オーチャードグラス、チモシー、ペレニアルライグラス、トールフェスク、フェストロリウム、ケンタッキーブルーグラス、リードカナリー 等
マメ科：シロクローバ、アルファルファ
等が利用可能。なお、詳細は「牧草・飼料作物の品種解説」等を参照のこと。 エイネンセイ ボクソウ カ トウ カ ナド リヨウ カノウ ショウサイ ボクソウ シリョウ サクモツ ヒンシュ カイセツ トウ サンショウ		　表１に標高による地域区分と牧草の適草種の目安を記載しています。永年生イネ科牧草としては、オーチャードグラスやペレニアルライグラス等を基本としますが、高標高地域ではチモシー、低標高地帯では、トールフェスク等も導入することができます。
　また、短期間（１～３年程度）であれば、ハイブリッドライグラスや極長期利用のイタリアンライグラスも利用可能です。
　オーチャードグラスの種子が不足するようであれば、標高や平均気温等に応じてチモシーやペレニアルライグラス、フェストロリウム、ケンタッキーブルーグラス、シロクローバ等を混播することもできます。
　なお、品種の特性等については、県の農業普及センター等へおたずねになるか又は牧草種子のカタログのほか「牧草・飼料作物の品種解説※１」や「草地管理指標（草地の管理作業編、草地の採草利用編）※１」等を参照して下さい。 ヒョウコウ メヤス タンキ カン ネン テイド リヨウ カノウ ヘイキン キオン トウ ヒンシュ トクセイ トウ ケン ノウギョウ フキュウ トウ マタ ソウチ カンリ シヒョウ ソウチ カンリ サギョウ ヘン ソウチ サイソウ リヨウ ヘン		永年生牧草としては、
イネ科：オーチャードグラス、チモシー、ペレニアルライグラス、トールフェスク、フェストロリウム、ケンタッキーブルーグラス、リードカナリー 等
数年の利用としては、
ハイブリッドライグラス、極長期利用のイタリアンライグラス
マメ科：シロクローバ、アルファルファ
等が利用可能。なお、詳細は「牧草・飼料作物の品種解説」等を参照のこと。 エイネンセイ ボクソウ カ トウ スウネン リヨウ ゴク チョウキ リヨウ カ ナド リヨウ カノウ ショウサイ ボクソウ シリョウ サクモツ ヒンシュ カイセツ トウ サンショウ

FUJIMORI: FUJIMORI:
　種子が足りないとのことなので、数年間利用できる牧草もメニューに入れたらどうでしょうか？
 追播が可能な農家では有効なオプションになると思います。		表１に年平均気温による地域区分と牧草の適草種を記載しています。永年生イネ科牧草としては、オーチャードグラスやペレニアルライグラス等を基本としますが、高標高地域ではチモシー、低標高地帯では、トールフェスクや暖地型牧草バヒアグラス等も導入することができます。オーチャードグラス種子が不足するようでしたら、地域や標高に応じてチモシーやペレニアルライグラス、フェストロリウム、ケンタッキーブルーグラス等を混播することもできます。なお、詳細は「牧草・飼料作物の品種解説」等を参照して下さい。 キサイ カ トウ キホン コウヒョウコウ チイキ テイ ヒョウコウ チタイ ダンチガタ ボクソウ トウ ドウニュウ シュシ フソク チイキ ヒョウコウ オウ コン クダ

		No.1-1		　オーチャードグラス



		本地域で利用可能なオーチャードグラス品種は、… ホン チイキ リヨウ カノウ ヒンシュ		　オーチャードグラスは本地域に最適な基幹草種ですが、本地域で特に利用可能なオーチャードグラス品種は、「まきばたろう」、「アキミドリⅡ」、「はるねみどり」、「ハルジマン」、「ポトマック」などがあります。前２者は北関東（栃木県）で育成された品種で、特に「まきばたろう」（中生）は、青森県から関東地方までの全域（東北北部の標高おおむね400m以上を除く）で、放牧・採草とも最も推奨できる品種です。また、「アキミドリⅡ」についても対象地域は「まきばたろう」と同じですが、極早生のため採草を主体にした利用に適します。
　一方、東北北部の標高が高い地域（おおむね400m以上）では、「はるねみどり」（早生）、「ハルジマン」（中生）などの北海道（札幌）で育成された品種が越冬性の高さから特に推奨されます。ただし、秋の生育量が少ないことにご留意下さい。
　その他、「ポトマック（Potomac）」は、米国の非常に古い品種で温暖地向けですが、比較的種子が入手しやすく、本地域でも栽培可能です（東北北部の標高おおむね400m以上を除く）。ただし、「まきばたろう」などの最新の品種と比較すると、収量性、病害抵抗性に加えて、越夏性、越冬性が何れも高いとは言えないことにご留意下さい。
　多くの品種がありますので、各生産者の利用地域や利用形態に合わせて、育成地や品種特性（特に出穂期）の異なる品種を使い分けましょう。なお、品種の特性等については、県の農業普及センター等へおたずねになるか又は、牧草種子のカタログのほか「牧草・飼料作物の品種解説※」や「草地管理指標（草地の管理作業編、草地の採草利用編）※」等を参照して下さい。 ホン チイキ サイテキ キカンソウシュ トク ゼン シャ キタカントウ トチギケン イクセイ ヒンシュ アオモリケン ゼンイキ ヒョウコウ モット タイショウ チイキ オナ タカ チイキ イジョウ サッポロ トク アキ セイイクリョウ スク リュウイ クダ オオ ヒンシュ カク セイサンシャ リヨウ チイキ リヨウケイタイ ア イクセイチ ヒンシュ トクセイ トク シュッスイキ コト ヒンシュ ツカ ワ ボクソウ シュシ		本地域で利用可能なオーチャードグラス品種は、… ホン チイキ リヨウ カノウ ヒンシュ		本地域で利用可能なオーチャードグラス品種は、「まきばたろう」、「アキミドリⅡ」、「はるねみどり」、「ハルジマン」などがあります。前２者は北関東（那須）で育成された品種で、特に「まきばたろう」（中生）は、東北北部の高標高地（標高400m以上）を除く東北全域から関東地方まで、放牧・採草とも推奨できる品種です。「アキミドリⅡ」についても対象地域は「まきばたろう」と同じですが、極早生のため採草を主体にした利用に適します。一方、東北北部の高標高地においては、「はるねみどり」（早生）、「ハルジマン」（中生）などの北海道（札幌）で育成された品種が越冬性の高さから推奨されます。利用地域・利用形態により、育成地や出穂期の異なる品種の使い分けに心がけて下さい。 ゼン シャ キタカントウ ナス イクセイ ヒンシュ トウホク ゼンイキ カントウ チホウ タイショウ チイキ オナ サッポロ リヨウ チイキ リヨウケイタイ イクセイチ シュッスイキ コト ヒンシュ ツカ ワ ココロ クダ

		No.1-2		　ライグラス類
（ペレニアルライグラス、ハイブリッドライグラス、イタリアンライグラス、フェストロリウム） ルイ		〃　。ただし、年平均気温が○度以下の地域での利用が可能。 ネンヘイキン キオン ド イカ チイキ リヨウ カノウ		　秋にオーチャードグラスで草地造成した場合、次年度の春は、本来の収量は望めません。収量確保とより高品質な飼料を生産するために、初年目に最大収量が見込まれるライグラス類（ペレニアルライグラス、ハイブリッドライグラス、イタリアンライグラス、フェストロリウム）の利用をお勧めします。
　ただし、ライグラス類とオーチャードグラスを混播すると、ライグラス類（特にイタリアンライグラス）がオーチャードの定着を妨げることがあるので、混播ではなく別のほ場で栽培することをお勧めします。
　放牧地であればペレニアルライグラス（ヤツユタカ、ヤツカゼ２など）、採草放牧兼用であれば、ハイブリッドライグラス（ハイフローラ）やフェストロリウム（H25年以降なら東北1号）、採草専用であれば極長期型イタリアンライグラス（アキアオバ３）などが利用できます。
　また、ライグラス類を複数年利用する場合は、夏期の高温で枯れることがありますので、年平均気温が12℃未満の地域（300～1,000mの地域）で使ってください。また、連続積雪期間が60日以下の場合は、イタリアンライグラス、90日以下であればハイブリッドライグラス、110日以下であればペレニアルライグラスを使うことが出来ます。
 アキ ソウチ ゾウセイ バアイ ジネンド ハル ホンライ シュウリョウ ノゾ シュウリョウ カクホ コウヒンシツ シリョウ セイサン ショネン メ サイダイ シュウリョウ ミコ ルイ リヨウ スス ルイ コン ルイ トク サマタ コンパン サイバイ スス ホウボクチ サイソウ ホウボク ケンヨウ ネン イコウ トウホク ゴウ サイソウ センヨウ ゴク チョウキ ガタ リヨウ ルイ フクスウネン リヨウ バアイ カキ コウオン カ ネンヘイキン キオン ミマン チイキ チイキ ツカ レンゾク セキセツ キカン ニチ イカ バアイ ニチ イカ ニチ イカ ツカ デキ		〃　。ただし、年平均気温が○度以下の地域での利用が可能。 ネンヘイキン キオン ド イカ チイキ リヨウ カノウ

		No.1-3		　その他の草種の特長 タ ソウシュ トクチョウ		本地域で利用可能なシロクローバの品種は、…。また、アルファルファは、…。 ホン チイキ リヨウ カノウ ヒンシュ		　東北北部の高標高地帯では、栄養価や嗜好性に優れるチモシー（クンプウ（極早生）やホライズン（早生））の利用が可能です。なお、中～低標高地帯では、夏枯れを起こすためお勧めできません。
　また、シロクローバ、アルファルファなどのマメ科牧草は、イネ科牧草に比べて放射性セシウム濃度が高くなることがわかっています。したがって、土壌中の放射性セシウム濃度が非常に高い地域では、マメ科牧草を栽培することはあまり推奨できません。このような地域でマメ科牧草を利用したい場合は、牧草中の放射性セシウム濃度が低下してきてからマメ科牧草種子を追播してください。 トウホク ホクブ コウヒョウコウ チタイ エイヨウカ シコウセイ スグ ゴク ワセ ワセ リヨウ カノウ チュウ テイ ヒョウコウ チタイ ナツガ オ スス ドジョウチュウ ホウシャセイ ノウド ヒジョウ タカ チイキ サイバイ チイキ カ ボクソウ リヨウ バアイ ボクソウ チュウ ホウシャ セイ ノウド テイカ カ ボクソウ シュシ ツイ		放牧用としては、年平均気温が12度未満の地域ではペレニアルライグラスの利用も可能です。栄養価や初期生育に優れます。ただし、越夏性が劣るために、夏期高温になる地域では越夏性に優れた品種（「ヤツユタカ」「ヤツカゼ２」「ヤツユメ」等）の利用をお勧めします。また、蹄耕法での草地改良が可能なので、裸地が増えてきた場合は秋に追播することが望ましいです。 ホウボク ヨウ ネンヘイキン キオン ド ミマン チイキ リヨウ カノウ エイヨウカ ショキ セイイク スグ エツカセイ オト カキ コウオン チイキ エツカセイ スグ ヒンシュ ナド リヨウ スス テイコウホウ ソウチ カイリョウ カノウ ラチ フ バアイ アキ ツイハ ノゾ

FUJIMORI: FUJIMORI:
　ある程度農家さんや普及員がどの草種を利用できるかの情報を追加しておいたらどうかと思います。表の方が見やすいかもしれません。		マメ科牧草は、イネ科牧草に比べて放射性セシウム濃度が高いことがわかっています。したがって、牧草中の放射性セシウム濃度低減を目的とする草地更新ではマメ科牧草を混播することは推奨できません。マメ科牧草は必要に応じて後からの追播も可能なことから、今回はイネ科牧草のみによる草地更新が望ましいと考えます。 カ ボクソウ カ ボクソウ クラ ホウシャセイ ノウド タカ ボクソウ チュウ ホウシャセイ ノウド テイゲン モクテキ ソウチ コウシン カ ボクソウ コン アト

		No.2		単年生牧草（イタリアンライグラスなど）は利用可能ですか。 タンネンセイ ボクソウ リヨウ カノウ		単年生牧草（イタリアンライグラス…）なども、年平均気温が○度以上の地域では利用可能。毎年播種する必要があります。なお、イタリアン作付け後に、永年牧草に転換する際には、○○等に気をつけてください。 タンネンセイ ボクソウ ネンヘイキン キオン ド イジョウ チイキ リヨウ カノウ マイネン ハシュ ヒツヨウ サクヅ ゴ エイネン ボクソウ テンカン サイ トウ キ		　イタリアンライグラスなどの単年生牧草も、年平均気温が10℃以上の地域（中～低標高地帯）では採草用または放牧採草兼用草地で利用可能であり、越冬性や栄養価に優れています。来年の秋季にオーチャードグラスなどの永年牧草への更新を予定している場合は、本年に晩生の単年生牧草品種を播種し、夏季まで利用することも方法のひとつとして推奨できます。ただし、イタリアンライグラスは、耐雪性に劣りますので、積雪期間により品種を選ぶ必要があります（連続積雪期間が60日以上の場合は、ナガハヒカリなどの耐雪性の品種を使う）。
　採草用または放牧採草兼用草地で、数年後に永年牧草への更新を予定している場合や数年おきに蹄耕法での追播を行える場合は、ハイブリッドライグラスの利用も可能です（栄養価に優れ、簡易草地更新に適しています）。
　また前年秋季に草地更新できなかった場合は、ミレット等の暖地型牧草を春播して夏季に利用した後に、同様にオーチャードグラス等の永年牧草を秋季に播種することもできます。 チュウ テイ ヒョウコウ チタイ サイソウ ヨウ ホウボク サイソウ ケンヨウ ソウチ エットウ セイ エイヨウカ スグ ライネン シュウキ コウシン ヨテイ バアイ ホンネン オクテ タンネンセイ ボクソウ ヒンシュ ハシュ カキ リヨウ ホウホウ スイショウ タイセツ セイ オト セキセツ キカン ヒンシュ エラ ヒツヨウ ウエ タイセツ セイ ヒンシュ ツカ スウネンゴ エイネン ボクソウ コウシン ヨテイ バアイ タガヤ		採草用または放牧採草兼用草地で、利用できます。越冬性と栄養価に優れます。ハイブリッドライグラスより永続性に優れます。 サイソウヨウ ホウボク サイソウ ケンヨウ ソウチ リヨウ エツ トウ セイ エイヨウカ スグ エイゾクセイ スグ		イタリアンライグラスなどの単年生牧草も、年平均気温が10℃以上の地域では利用可能です。この場合は、晩生の品種を用いることで夏季まで利用し、秋季のオーチャードグラス等永年牧草播種につなげることもできます。また前年秋季に草地更新できなかった場合は、ミレット等の暖地型牧草を春播して夏季に利用した後に、同様にオーチャードグラス等の永年牧草を秋季播種することもできます。 バアイ オクテ ヒンシュ モチ カキ リヨウ シュウキ ゼンネン シュウキ ソウチ コウシン バアイ トウ ダンチガタ ボクソウ カキ リヨウ ノチ ドウヨウ トウ エイネン ボクソウ シュウキ ハシュ

		No.3		草種や品種は、どのような基準で選べば良いですか。 ソウシュ ヒンシュ キジュン		気候（温度・降水量等）や目的によって使い分けが必要。地域の農業振興部局へ問い合わせること。なお、標準的な区分は、図１を参考とすること。		　気候（温度・降水量・積雪期間等）、土壌条件、利用目的（肉用牛、乳用牛等）によって使い分けが必要です。なお、専門的な知識が必要となることもありますので、お住まいの地域の普及センター等へお問い合わせください。なお、標準的な栽培区分については、図１を参考としてください。 リヨウ ニクヨウギュウ ニュウヨウギュウ トウ センモンテキ チシキ ヒツヨウ ス フキュウ トウ ト ア サイバイ		採草用または放牧採草兼用草地で、数年おきに耕蹄法での追播を行える場合は、ハイブリッドライグラスの利用も可能です。栄養価に優れ、簡易草地更新に適しています。 サイソウヨウ ホウボク サイソウ ケンヨウ ソウチ スウネン コウテイホウ ツイハ オコナ バアイ リヨウ カノウ エイヨウカ スグ カンイ ソウチ コウシン テキ

		No.4		牧草の奨励品種を使うメリットは何ですか。また、それ以外の品種を使った場合はどうなるのですか。 ボクソウ ショウレイ ヒンシュ ツカ ナニ イガイ ヒンシュ ツカ バアイ		奨励（推奨）品種とは、…で、○や×などのメリットがあります。奨励品種以外を使うと×や△により●のようなデメリットがある。なお、奨励品種一覧は、○○のとおり。 ショウレイ スイショウ ヒンシュ ショウレイ ヒンシュ イガイ ツカ ショウレイ ヒンシュ イチラン		　奨励（推奨）品種とは、各県で試験されその品種の能力が優れていることが確認された品種です。したがって、本品種の利用により一定以上の生産力が見込まれるメリットがあります。
　一方、奨励品種以外を利用すると収量性、耐病性、夏枯れ、冬枯れなどに問題が生ずる可能性があるため、お勧め出来ません。ただし、最新の品種の中には、試験が実施されていないことなどにより奨励品種以外であっても、現在の奨励品種と同等以上の能力をもつものもありますので、お住まいの地域の普及センター等へお問い合わせください。なお、奨励品種一覧は、表２のとおりです。 ショウレイ スイショウ ヒンシュ カクケン シケン ヒンシュ ノウリョク スグ カクニン ヒンシュ ホン ヒンシュ リヨウ イッテイ イジョウ セイサンリョク ミコ イッポウ ショウレイ ヒンシュ イガイ リヨウ シュウリョウセイ タイビョウセイ ナツガ フユガ モンダイ ショウ カノウセイ スス デキ サイシン ヒンシュ ナカ ショウレイ ヒンシュ イガイ ゲンザイ ショウレイ ヒンシュ ドウトウ イジョウ ノウリョク ス チイキ フキュウ トウ ト ア ショウレイ ヒンシュ イチラン		本地域で利用可能なシロクローバの品種は、…。また、アルファルファは、…。 ホン チイキ リヨウ カノウ ヒンシュ

		No.5		種子は、どのように注文したら良いですか。 シュシ チュウモン ヨ		農協や種苗会社へ直接注文すること。入手できない場合は、緊急確保種子を○○が公社や農協等へ配布しているので、○○（××）へ問い合わせること（P)。なお、種子は原袋（××kg）で配送されることから、公社や農協等で別途小分けすること。 ノウキョウ シュビョウ ガイシャ チョクセツ チュウモン ニュウシュ バアイ キンキュウ カクホ シュシ コウシャ ノウキョウ トウ ハイフ ト ア シュシ ハラ フクロ ハイソウ コウシャ ノウキョウ トウ ベット コワ		　草地更新の計画確定後速やかに、農協等へ直接注文してください。
　なおしばらくの間は、放射性物質対応のために草地更新が広域で一斉に実施されると見込まれています。したがって、種子配布総量が膨大になると予想されることから、配布を迅速に行うため、種子は大きい袋（原袋約20kg）のままで配送されることも考えられますので、その場合は公社や農協等での小分けにご協力頂きますようお願いします。 ソウチ コウシン ケイカク カクテイゴ スミ ノウキョウ トウ チョクセツ チュウモン アイダ ホウシャセイ ブッシツ タイオウ ソウチ コウシン コウイキ イッセイ ジッシ ミコ シュシ ハイフ ソウリョウ ボウダイ ヨソウ ハイフ ジンソク オコナ シュシ オオ フクロ ハイソウ カンガ バアイ コウシャ ノウキョウ トウ コワ キョウリョク イタダ ネガ		単年生牧草（イタリアンライグラス…）なども、年平均気温が○度以上の地域では利用可能。毎年播種する必要があります。なお、イタリアン作付け後に、永年牧草に転換する際には、○○等に気をつけてください。 タンネンセイ ボクソウ ネンヘイキン キオン ド イジョウ チイキ リヨウ カノウ マイネン ハシュ ヒツヨウ サクヅ ゴ エイネン ボクソウ テンカン サイ トウ キ

		No.6		種子を保管する上で注意することは何ですか。 シュシ ホカン ウエ チュウイ ナン		発芽率が低下することから、直射日光を避け、湿度の低い涼しいところで保管すること。 ハツガリツ テイカ チョクシャ ニッコウ サ シツド ヒク スズ ホカン		　高温や多湿な場所に保管すると、種子の発芽率が低下することがありますので、直射日光を避け、湿度の低い涼しいところで保管してください。 コウオン タシツ バショ ホカン シュシ		気候（温度・降水量・積雪期間等）、土壌条件、目的によって使い分けが必要。地域の農業振興部局へ問い合わせること。なお、標準的な区分は、図１を参考とすること。 セキセツ キカン ドジョウ ジョウケン

FUJIMORI: FUJIMORI:
　草種によりますが、東北地域では積雪期間が、草種・品種選定の重要な基準になると思います　
　水分の多いところでは、ライグラス類が良く、乾燥しやすいところでは、オーチャードが良いなど

		No.7		混播のメリットは（採草・放牧）何ですか。また、どのような組合せが良いですか。 コンパン サイソウ ホウボク ナン クミアワ ヨ		異なる草種を組み合わせることで○○のようなメリットがあります。典型的な例として、…　等がある。また、特定草種の種子が不足する場合であっても、混播により、多層種で補うことも可能。ただし、収穫時期が同一なものの組合せをすることが基本であり、相性が悪いと…。 コト ソウシュ ク ア テンケイテキ レイ ナド トクテイ ソウシュ シュシ フソク バアイ コンパン タソウ シュ オギナ カノウ シュウカク ジキ ドウイツ クミアワ キホン アイショウ ワル		　牧草地では、生産性・永続性向上をねらって異なる草種を組み合わせることが多く、混播することで環境適応性も増大します。生産の主体となる基幹草種としては、オーチャードグラスやチモシー、ペレニアルライグラスとし、補完草種として、採草地ではトールフェスク等、放牧地ではケンタッキーブルーグラスやシロクローバ等を組み合わせます。したがって、特定草種の種子が不足する場合であっても、混播により他草種で補うことも可能です。推奨できる混播の草種の組合せ例を表２に示しますので、参考としてください。 チ コウジョウ オオ コン カンキョウ テキオウセイ ゾウダイ セイサン シュタイ キカン ソウシュ ホカン ソウシュ サイソウチ トウ ホウボクチ トウ ク ア タ ソウ スイショウ コンパン ソウシュ クミアワ レイ ヒョウ シメ サンコウ		奨励（推奨）品種とは、各県で試験されその品種の能力が優れていることが確認された品種であるため、、一定以上の生産力が見込まれるメリットがあります。一方、奨励品種以外を使うと収量性、耐病性、夏枯れ、冬枯れなどに問題が発生する可能性があるのでお勧め出来ません。ただし、最新の品種の中には、現在の奨励品種と同等以上の能力をもつものもあります。なお、奨励品種一覧は、○○のとおり。 ショウレイ スイショウ ヒンシュ カクケン シケン ヒンシュ ノウリョク スグ カクニン ヒンシュ イッテイ イジョウ セイサンリョク ミコ イッポウ ショウレイ ヒンシュ イガイ ツカ シュウリョウセイ タイビョウセイ ナツガ フユガ モンダイ ハッセイ カノウセイ スス デキ サイシン ヒンシュ ナカ ゲンザイ ショウレイ ヒンシュ ドウトウ イジョウ ノウリョク ショウレイ ヒンシュ イチラン

FUJIMORI: FUJIMORI:
　最新の品種の情報も奨励品種の情報に加えたらどうでしょうか？
　ペレなどでは、奨励品種にはなっていませが、より優れた品種がありますので。		

FUJIMORI: FUJIMORI:
　種子が足りないとのことなので、数年間利用できる牧草もメニューに入れたらどうでしょうか？
 追播が可能な農家では有効なオプションになると思います。		

FUJIMORI: FUJIMORI:
　ある程度農家さんや普及員がどの草種を利用できるかの情報を追加しておいたらどうかと思います。表の方が見やすいかもしれません。		牧草地では、生産性・永続性向上をねらって異なる草種を組み合わせることが多く、混播することで環境適応性も増大します。生産の主体となる基幹草種としては、オーチャードグラスやチモシー、、ペレニアルライグラスとし、補完草種として、採草地ではトールフェスク等、放牧地ではケンタッキィーブルーグラスやレッドトップ等を組み合わせます。したがって、特定草種の種子が不足する場合であっても、混播により他草種で補うことも可能です。 チ コウジョウ オオ コン カンキョウ テキオウセイ ゾウダイ セイサン シュタイ キカン ソウシュ ホカン ソウシュ サイソウチ トウ ホウボクチ トウ ク ア タ ソウ

		No.8		放射性セシウムを吸収しにくい草種や品種はありますか。 ホウシャセイ キュウシュウ ソウシュ ヒンシュ		一般的に生育量の大きい青刈りとうもろこしや、マメ科牧草よりもイネ科牧草の方が、放射性セシウム濃度が低いと言われている。草種間差、品種間差については、現在様々な調査を実施しているところ。 イッパンテキ セイイク リョウ オオ アオガ カ ボクソウ カ ボクソウ ホウ ホウシャセイ ノウド ヒク イ ソウシュ カンサ ヒンシュ カンサ ゲンザイ サマザマ チョウサ ジッシ		　一般的にマメ科牧草よりもイネ科牧草の方が放射性セシウム濃度が低くなるといわれています。草種間差や品種間差については、現在様々な調査を実施しているところです。		農協や種苗会社へ直接注文すること。入手できない場合は、緊急確保種子を○○が公社や農協等へ配布しているので、○○（××）へ問い合わせること（P)。なお、種子は原袋（××kg）で配送されることから、公社や農協等で別途小分けすること。 ノウキョウ シュビョウ ガイシャ チョクセツ チュウモン ニュウシュ バアイ キンキュウ カクホ シュシ コウシャ ノウキョウ トウ ハイフ ト ア シュシ ハラ フクロ ハイソウ コウシャ ノウキョウ トウ ベット コワ		一般的にマメ科牧草よりもイネ科牧草の方が放射性セシウム濃度が低いといわれています。草種間差、品種間差については、現在様々な調査を実施しているところです。

		No.9		転作田（低標高地帯の排水不良地を含む）や、夏枯れを起こすような暑い地域では、どのような草種が適していますか。 テンサク タ テイ ヒョウコウ チタイ ハイスイ フリョウ チ フク ナツガ オ アツ チイキ ソウシュ テキ		一般的に生育量の大きい青刈りとうもろこしや、マメ科牧草よりもイネ科牧草の方が、放射性セシウム濃度が低いと言われている。草種間差、品種間差については、現在様々な調査を実施しているところ。 イッパンテキ セイイク リョウ オオ アオガ カ ボクソウ カ ボクソウ ホウ ホウシャセイ ノウド ヒク イ ソウシュ カンサ ヒンシュ カンサ ゲンザイ サマザマ チョウサ ジッシ		　一般的に牧草は、排水不良や高温に弱く、十分な能力が出せないものが多くあります。永年生牧草の中では、トールフェスクやリードカナリーグラス（放牧地であればレッドトップも）が比較的強いことが分かっていますので、肉用牛用としては、これらの利用をお勧めします（家畜の嗜好性は低下します）。
　また、単年生牧草のうちイタリアンライグラスやえん麦（秋播き）は、耐湿性が比較的強く、収量や嗜好性に優れる草種です。イタリアンライグラス等の収穫後には、青刈りとうもろこし（排水不良地以外）・スーダングラスや発酵粗飼料用稲（稲WCS）を作付けが可能で、相当の収量を得ることが出来ます。 イッパンテキ ボクソウ ハイスイ フリョウ コウオン ヨワ ジュウブン ノウリョク ダ オオ エイネンセイ ボクソウ ナカ ホウボクチ ヒカクテキ ツヨ ワ ニクヨウギュウ ヨウ リヨウ スス カチク シコウセイ テイカ タンネン セイ ボクソウ バク タイシツセイ ヒカクテキ ツヨ シュウリョウ シコウセイ スグ ソウシュ トウ シュウカクゴ アオガ ハイスイ フリョウ チ イガイ ハッコウ ソ シリョウヨウ イネ サクヅ カノウ ソウトウ シュウリョウ エ デキ		農協や種苗会社へ直接注文すること。入手できない場合は、緊急確保種子を○○が公社や農協等へ配布しているので、○○（××）へ問い合わせること（P)。なお、種子は原袋（××kg）で配送されることから、公社や農協等で別途小分けすること。 ノウキョウ シュビョウ ガイシャ チョクセツ チュウモン ニュウシュ バアイ キンキュウ カクホ シュシ コウシャ ノウキョウ トウ ハイフ ト ア シュシ ハラ フクロ ハイソウ コウシャ ノウキョウ トウ ベット コワ		一般的にマメ科牧草よりもイネ科牧草の方が放射性セシウム濃度が低いといわれています。草種間差、品種間差については、現在様々な調査を実施しているところです。

		No.10		ホームセンター等で入手可能な緑化用やゴルフ場用のシバやペレニアルライグラスの種子は、利用可能ですか。 トウ ニュウシュ カノウ リョッカ ヨウ ジョウ ヨウ シュシ リヨウ カノウ				　飼料用として販売されていない緑化用等の品種の中には、耐虫性等を高めるため「エンドファイト」という特殊な菌に感染させたものがあり、まれに家畜が中毒を起こすことがあります。したがって、飼料用以外の品種は草地更新時に利用しないでください。なお、飼料用として販売されているシバやペレニアルライグラスの品種は、エンドファイトによる中毒のおそれはありません。 シリョウヨウ ハンバイ リョッカ ヨウ トウ ヒンシュ ナカ タイ チュウ セイ トウ タカ トクシュ キン カンセン カチク チュウドク オ シリョウヨウ イガイ ヒンシュ ソウチ コウシンジ リヨウ シリョウヨウ ハンバイ ヒンシュ チュウドク		農協や種苗会社へ直接注文すること。入手できない場合は、緊急確保種子を○○が公社や農協等へ配布しているので、○○（××）へ問い合わせること（P)。なお、種子は原袋（××kg）で配送されることから、公社や農協等で別途小分けすること。 ノウキョウ シュビョウ ガイシャ チョクセツ チュウモン ニュウシュ バアイ キンキュウ カクホ シュシ コウシャ ノウキョウ トウ ハイフ ト ア シュシ ハラ フクロ ハイソウ コウシャ ノウキョウ トウ ベット コワ		一般的にマメ科牧草よりもイネ科牧草の方が放射性セシウム濃度が低いといわれています。草種間差、品種間差については、現在様々な調査を実施しているところです。

				※　（社）日本草地畜産種子協会から販売されています。 シャ ニホン ソウチ チクサン シュシ キョウカイ ハンバイ

										一般的に生育量の大きい青刈りとうもろこしや、マメ科牧草よりもイネ科牧草の方が、放射性セシウム濃度が低いと言われている。草種間差、品種間差については、現在様々な調査を実施しているところ。 イッパンテキ セイイク リョウ オオ アオガ カ ボクソウ カ ボクソウ ホウ ホウシャセイ ノウド ヒク イ ソウシュ カンサ ヒンシュ カンサ ゲンザイ サマザマ チョウサ ジッシ

		(2) 草地造成技術関係 ソウチ ゾウセイ ギジュツ カンケイ

				Q		A		回答（案） カイトウ アン		A		回答案 カイトウアン

		No.1		更新（播種）時期は、いつ頃ですか。 コウシン ハシュ ジキ ゴロ		気候や標高等により異なりますが、図○のとおりです。オーチャードグラスは、○℃以上
また、××は、播種危険○月○旬に播種しないこと。また、イネ科牧草については、フロストシーディングが、… キコウ ヒョウコウ トウ コト ズ イジョウ ハシュ キケン ガツ シュン ハシュ カ ボクソウ		　冬の到来前に、発芽牧草の根の伸長を確保し低温、霜、雪などに耐えうるまでに生育させておく必要があります。したがって原則播種適期は、初霜の30-40日前となります。大まかには標高1,000m以上の高標高地帯では、８月下旬までに播種できるように更新準備します。300-1,000mの中標高地帯では、９月中旬まで、300m以下の低標高地帯では10月上旬を目途に播種が終了するようにします。詳細につきましては、お住まいの地域の普及センターへおたずねになるか又は「草地管理指標（飼料作物生産利用技術編）」等を参照下さい。なお、播種時期が極端に遅くなった場合は、秋播をあきらめて春播とします。 フユ トウライ マエ ハツガ ボクソウ ネ シンチョウ カクホ テイオン シモ ユキ タ セイイク ヒツヨウ ゲンソク ハシュ テッキ ハツシモ ニチマエ オオ ヒョウコウ イジョウ コウヒョウコウ チタイ ガツ ゲジュン ハシュ コウシン ジュンビ チュウ ヒョウコウ チタイ ガツ チュウ イカ テイ ヒョウコウ チタイ ガツ ジョウ メド ハシュ シュウリョウ ス チイキ フキュウ マタ ナド ハシュ ジキ キョクタン オソ バアイ アキ ハル		気候や標高等により異なりますが、図○のとおりです。オーチャードグラスは、○℃以上
また、××は、播種危険○月○旬に播種しないこと。また、イネ科牧草については、フロストシーディングが、… キコウ ヒョウコウ トウ コト ズ イジョウ ハシュ キケン ガツ シュン ハシュ カ ボクソウ		冬の到来前に、発芽牧草の根の伸長を確保し低温、霜、雪などに耐えうるまでに生育させておく必要があります。したがって原則播種適期は初霜の30-40日前となります。大まかには標高1,000m以上の高標高地帯では、８月下旬までに播種できるように更新準備します。300-1000mの中標高地帯では、９月中旬まで、300m以下の低標高地帯では10月上旬を目途に播種が終了するようにします。詳細は、草地管理指標を参照下さい。極端に遅くなった場合は秋播をあきらめて春播とします。 フユ トウライ マエ ハツガ ボクソウ ネ シンチョウ カクホ テイオン シモ ユキ タ セイイク ヒツヨウ ゲンソク ハシュ テッキ ハツシモ ニチマエ オオ ヒョウコウ イジョウ コウヒョウコウ チタイ ガツ ゲジュン ハシュ コウシン ジュンビ チュウ ヒョウコウ チタイ ガツ チュウ イカ テイ ヒョウコウ チタイ ガツ ジョウ メド ハシュ シュウリョウ キョクタン オソ バアイ アキ ハル

		No.2		播種量はどのくらいですか。 ハシュ リョウ		草種や品種、播種機によってそれぞれ異なるが、シードドリルを使った場合に、一般的には、表○のとおり。ただし、以下のような場合は播種量を増やす必要がある。ブロードキャスターを利用、発芽率が低い種子、播種適期以外の時期、土壌中の雑草種子が多い場合等。 ソウシュ ヒンシュ ツカ バアイ イッパンテキ ヒョウ イカ バアイ ハシュ リョウ フ ヒツヨウ リヨウ ハツガリツ ヒク シュシ ハシュ テッキ イガイ ジキ ドジョウチュウ ザッソウ シュシ オオ バアイ トウ		　草種や品種、播種機によってそれぞれ異なりますが、ブロードキャスタではイネ科牧草単播では２～３ kg/10aを目安とします。条播するシードドリルの場合は、ブロードキャスタよりも播種量を少なくできます。また、発芽率が低い種子の使用、播種適期以外の時期、土壌中の雑草種子が多い場合等には、播種量を増やす必要があります。 カ バアイ ハシュ リョウ スク シヨウ		草種や品種、播種機によってそれぞれ異なるが、シードドリルを使った場合に、一般的には、表○のとおり。ただし、以下のような場合は播種量を増やす必要がある。ブロードキャスターを利用、発芽率が低い種子、播種適期以外の時期、土壌中の雑草種子が多い場合等。 ソウシュ ヒンシュ ツカ バアイ イッパンテキ ヒョウ イカ バアイ ハシュ リョウ フ ヒツヨウ リヨウ ハツガリツ ヒク シュシ ハシュ テッキ イガイ ジキ ドジョウチュウ ザッソウ シュシ オオ バアイ トウ		草種や品種、播種機によってそれぞれ異なりますが、ブロードキャスタではイネ科牧草単播では3kg/10aを目安とします。条播するシードドリルの場合は、ブロードキャスターよりも少なくできます。また、発芽率が低い種子の使用、播種適期以外の時期、土壌中の雑草種子が多い場合等には、播種量を増やす必要があります。 カ バアイ スク シヨウ

		No.3		少ない播種量でも有効に草地を造成する手法としては、どのようなものがありますか。 スク ハシュ リョウ ユウコウ ソウチ ゾウセイ シュホウ		○○などがあり、×kg/10a程度になります。ただし、△等に気をつける必要があります。 テイド トウ キ ヒツヨウ		　散播するブロードキャスタよりも、条播するシードドリルを用いると播種量を少なくすることができます（２kg/10a程度)。また、チモシーやオーチャードだけでは種子が不足する場合には、高標高地帯でなければペレニアルライグラスやトールフェスク、放牧地であればケンタッキーブルーグラスやシロクローバ等の他草種も混ぜて播種可能です。
　なお、いくつかの草種を混播する場合は、播種むらを防ぐため、事前によく混ぜてから播種機に投入して下さい（よく混ぜないと先に重い種子ばかりが播種されてしまうことがあるので注意）。 ジョウ テイド シュシ フソク バアイ コウヒョウコウ チタイ ホウボクチ トウ タ カノウ ソウシュ バアイ ハシュ フセ ジゼン マ クダ マ サキ オモ シュシ ハシュ チュウイ		○○などがあり、×kg/10a程度になります。ただし、△等に気をつける必要があります。 テイド トウ キ ヒツヨウ		散播するブロードキャスタよりも、条播するシードドリルを用いると播種量を少なくすることができます。また、チモシーやオーチャードだけでは不足する場合には、高標高でなければペレニアルライグラスやトールフェスク、放牧地であればケンタッキーブルーグラスやレッドトップ等の他草種も混ぜて播種します。いくつかの草種を混播する場合は播種むらを防ぐために、よく混ぜてから播種機に投入します。 ジョウ フソク バアイ コウヒョウコウ ホウボクチ トウ タ ソウシュ バアイ ハシュ フセ マ

		No.4		時間節約のため、播種はブロードキャスタで農家の自力施工により実施したいが、気をつける点は何ですか。 ジカン セツヤク ハシュ ノウカ ジリキ セコウ ジッシ キ テン ナン		播種量を××にすることや、特にオーチャードグラスは、比重が刈るためムラが発生しやすいので、播種量をなるべく少なく設定（×kg/10a程度）し、何度も丁寧にかけること…などに留意してください。 ハシュ リョウ トク ヒジュウ カ ハッセイ ハシュ リョウ スク セッテイ テイド ナンド テイネイ リュウイ		　ブロードキャスタによる播種は風の影響を受け易いので、風が弱い時に播種を行ってください。とくにオーチャードグラス等のイネ科牧草種子は比重が小さいことから播種むらを生じ易いため、播種開口幅を絞り込み（種子の出る量を少なくする）、ほ場の縦方向と横方向の少なくとも２回播種する等の工夫が必要です。 ハシュ カゼ エイキョウ ウ ヤス ジ ハシュ オコナ トウ カ ボクソウ シュシ ヒジュウ チイ ハシュ ショウ ヤス ハシュ カイコウ ハバ シボ コ シュシ デ リョウ スク タテホウコウ ヨコホウコウ スク カイ ハシュ トウ クフウ ヒツヨウ		播種量を××にすることや、特にオーチャードグラスは、比重が刈るためムラが発生しやすいので、播種量をなるべく少なく設定（×kg/10a程度）し、何度も丁寧にかけること…などに留意してください。 ハシュ リョウ トク ヒジュウ カ ハッセイ ハシュ リョウ スク セッテイ テイド ナンド テイネイ リュウイ		ブロードキャスタによる播種では風の影響を受け易いので、可能な限り無風時に播種します。とくにオーチャードグラス等のイネ科牧草種子は比重が小さいことから播種むらが生じ易いので、播種開口幅を絞り込み、圃場の縦方向と横方向の少なくとも２回播種する等の工夫が必要です。 ハシュ カゼ エイキョウ ウ ヤス カノウ カギ ムフウ ジ ハシュ トウ カ ボクソウ シュシ ヒジュウ チイ ハシュ ショウ ヤス ハシュ カイコウ ハバ シボ コ ホジョウ タテホウコウ ヨコホウコウ スク カイ ハシュ トウ クフウ ヒツヨウ

		No.5		プラウを利用したいが、どのようにすれば入手可能ですか。 リヨウ ニュウシュ カノウ		国が貸し出しを行っており、時期があれば利用可能。県へ問い合わせること。 クニ カ ダ オコナ ジキ リヨウ カノウ ケン ト ア		　プラウについては、県や国等の機関が所有しているもののうち貸し出し可能なものをリストアップしており、時期が合えば利用可能です。ご希望がありましたら、県へお問い合わせください。 ケン クニ トウ キカン ショユウ カ ダ カノウ ジキ ア リヨウ カノウ キボウ ケン ト ア		国が貸し出しを行っており、時期があれば利用可能。県へ問い合わせること。 クニ カ ダ オコナ ジキ リヨウ カノウ ケン ト ア

		No.6		適期以外に播種する場合は何に気をつければ良いですか。 テッキ イガイ ハシュ バアイ ナニ キ ヨ		遅まき（×月以降）の場合は…。やむを得ず春蒔きする場合は、雑草に負けてしまうことが良くあるため、除草剤等により除草を確実に行うこと。 オソ ガツ イコウ バアイ エ ハルマ バアイ ザッソウ マ ヨ ジョソウザイ トウ ジョソウ カクジツ オコナ		　播種時期を逃して適期から1ヶ月以上遅れるようであれば秋播をあきらめ、春播とします。やむを得ず春播種する場合は、雑草に負けてしまうことがあるため、除草剤等により除草を確実に行い、必要に応じて掃除刈りを行います。 ハシュ ジキ ノガ テッキ ゲツ イジョウ オク アキ ハシュ ヒツヨウ オウ ソウジガ オコナ		遅まき（×月以降）の場合は…。やむを得ず春蒔きする場合は、雑草に負けてしまうことが良くあるため、除草剤等により除草を確実に行うこと。 オソ ガツ イコウ バアイ エ ハルマ バアイ ザッソウ マ ヨ ジョソウザイ トウ ジョソウ カクジツ オコナ		播種時期を逃して適期から1ヶ月以上遅れるようであれば秋播をあきらめ、春播とします。やむを得ず春播種する場合は、雑草に負けてしまうことがあるため、除草剤等により除草を確実に行い、必要に応じて掃除刈りを行います。 ハシュ ジキ ノガ テッキ ゲツ イジョウ オク アキ ハシュ ヒツヨウ オウ ソウジガ オコナ

		No.7		施肥や土改材の投入量はどのように決めたら良いのですか。 セヒ ドカイザイ トウニュウリョウ キ ヨ		土壌分析を実施し、土壌管理指標に基づいた施肥等を行うこと。特に牧草中の放射性セシウムは、土壌中のカリウムやｐHの影響を受けることから、低下しないよう確実に施用すること。 ドジョウ ブンセキ ジッシ ドジョウ カンリ シヒョウ モト セヒ トウ オコナ トク ボクソウ チュウ ホウシャセイ ドジョウチュウ エイキョウ ウ テイカ カクジツ セヨウ		　土壌分析を実施し、土壌管理指標に基づいた施肥等を行います。特に牧草中の放射性セシウム濃度は、土壌中のカリウム含量やｐHの影響を受けることから、これらが低下しないよう確実に施用します。また窒素施肥で牧草を十分に生育をさせることは、相対的に牧草中の放射性セシウム濃度の低下につながります。 ノウド ガンリョウ チッソ セヒ ボクソウ ジュウブン セイイク ソウタイテキ ボクソウ チュウ ホウシャセイ ノウド テイカ		土壌分析を実施し、土壌管理指標に基づいた施肥等を行うこと。特に牧草中の放射性セシウムは、土壌中のカリウムやｐHの影響を受けることから、低下しないよう確実に施用すること。 ドジョウ ブンセキ ジッシ ドジョウ カンリ シヒョウ モト セヒ トウ オコナ トク ボクソウ チュウ ホウシャセイ ドジョウチュウ エイキョウ ウ テイカ カクジツ セヨウ		土壌分析を実施し、土壌管理指標に基づいた施肥等を行います。特に牧草中の放射性セシウムは、土壌中のカリウム含量やｐHの影響を受けることから、これらが低下しないよう確実に施用します。また窒素施肥で牧草を十分に生育をさせることで、牧草中の放射性セシウム濃度を低下させることにつながります。 ガンリョウ チッソ セヒ ボクソウ ジュウブン セイイク ボクソウ チュウ ホウシャセイ ノウド テイカ

		No.8		傾斜がきつい場合や石礫が多いほ場の草地更新は、どのように行えば良いですか。 ケイシャ バアイ イシ レキ オオ ジョウ ソウチ コウシン オコナ ヨ		傾斜地や石礫が多いほ場を更新する方法としては、○○や××があります。
なお、傾斜地や石礫が多いようなほ場は、更新が難しいことから、○○のような作業機等が入手出来ない場合で利用状況に余裕がある場合は利用率の高いほ場から優先的に更新することも検討。 ケイシャチ セキ レキ オオ ジョウ コウシン ホウホウ ケイシャチ セキ レキ オオ ジョウ コウシン ムズカ サギョウ キ トウ ニュウシュ デキ バアイ リヨウ ジョウキョウ ヨユウ バアイ リヨウリツ タカ ジョウ ユウセンテキ コウシン ケントウ		　傾斜地や石礫が多いほ場を更新する方法としては、通常は、蹄耕法やシードペレット法などがあります。しかしながら、牧草中の放射性セシウム濃度を低減させる目的の草地更新では、耕起による更新が前提となっていることから、蹄耕法やシードペレット法は利用できません。
　現在、傾斜草地更新に対応するために、無線草刈り機を活用した草地更新法等の技術開発に着手しているところです。したがって、現段階では、傾斜地や石礫が多いような草地は耕起更新が難しいことから、利用状況に余裕があれば、耕起更新可能で利用率の高い草地から優先的に更新することを検討して下さい。 ツウジョウ テイコウ ホウ ホウ ボクソウ チュウ リヨウ ゲンザイ タイオウ ムセン クサカ キ カツヨウ ソウチ コウシン ホウ トウ ギジュツ カイハツ チャクシュ ゲンダンカイ ソウチ コウキ コウキ コウシン カノウ ソウチ クダ		傾斜地や石礫が多いほ場を更新する方法としては、○○や××があります。
なお、傾斜地や石礫が多いようなほ場は、更新が難しいことから、○○のような作業機等が入手出来ない場合で利用状況に余裕がある場合は利用率の高いほ場から優先的に更新することも検討。 ケイシャチ セキ レキ オオ ジョウ コウシン ホウホウ ケイシャチ セキ レキ オオ ジョウ コウシン ムズカ サギョウ キ トウ ニュウシュ デキ バアイ リヨウ ジョウキョウ ヨユウ バアイ リヨウリツ タカ ジョウ ユウセンテキ コウシン ケントウ		傾斜地や石礫が多いほ場を更新する方法としては、蹄耕法やシードペレット法などがあります。しかしながら、牧草中の放射性セシウム濃度を低減させる目的の草地更新は、耕起による更新が前提となっています。現在、傾斜草地更新に対応するために、無線草刈り機を活用した草地更新法等の技術開発に着手しているところです。したがって、現段階では、傾斜地や石礫が多いような草地は耕起更新が難しいことから、利用状況に余裕があれば、耕起更新可能で利用率の高い草地から優先的に更新することを検討して下さい。 テイコウ ホウ ホウ ボクソウ チュウ ゲンザイ タイオウ ムセン クサカ キ カツヨウ ソウチ コウシン ホウ トウ ギジュツ カイハツ チャクシュ ゲンダンカイ ソウチ コウキ コウキ コウシン カノウ ソウチ クダ

		No.9		土層が薄い草地は、どのように更新作業すべきですか。				　耕起による草地更新により、牧草中の放射性セシウム濃度を低減させることができます。プラウやロータリー等を用いた耕起深が大きい耕起更新では低減効果がより高いのですが、ディスクハローのみによる簡易更新でもある程度の低減効果はあります。放射性セシウム汚染度が低くければ、表土層が薄い草地でもディスクハロー耕を複数回行った後に播種・鎮圧することで、新播牧草の放射性セシウム濃度をある程度低減することができます。 コウキ ソウチ コウシン トウ モチ コウキ フカ オオ コウシン テイゲン コウカ タカ カンイ コウシン テイド テイゲン コウカ コウ フクスウカイ オコナ ノチ ハシュ チンアツ シン テイド				耕起による草地更新により、牧草中の放射性セシウム濃度を低減させることができます。プラウやロータリー等を用いた耕起深が大きい耕起更新では低減効果がより高いのですが、ディスクハローのみによる簡易更新でもある程度の低減効果はあります。放射性セシウム汚染度が低くければ、表土層が薄い草地でもディスクハロー耕を複数回行った後に播種鎮圧することで、新播牧草の放射性セシウム濃度を暫定許容値以下まで低減することができます。 コウキ ソウチ コウシン トウ モチ コウキ フカ オオ コウシン テイゲン コウカ タカ カンイ コウシン テイド テイゲン コウカ コウ フクスウカイ オコナ ノチ ハシュ チンアツ シン ザンテイ キョヨウチ イカ



		(3) 草地管理及び放射性物質対策関係 ソウチ カンリ オヨ ホウシャセイ ブッシツ タイサク カンケイ

				Q		A		回答（案） カイトウ アン		A		回答案 カイトウアン

		No.1		草地造成後は、どのような管理が必要ですか。 ソウチ ゾウセイゴ カンリ ヒツヨウ		造成初期は、○○にないよう、生育状況を確認しながら××や△△を適宜実施すること。 ゾウセイ ショキ セイイク ジョウキョウ カクニン テキギ ジッシ		　草地の造成初期は、播種牧草の定着生育の状況を確認しながら、雑草等の競合に負けないように、必要に応じて除草剤散布や掃除刈り等を適宜実施します。また、土壌診断に基づいた施肥管理を徹底します。 ソウチ ハシュ ボクソウ テイチャク セイイク ザッソウ トウ キョウゴウ マ ヒツヨウ オウ ジョソウザイ サンプ ソウジガ トウ ドジョウ シンダン モト セヒ カンリ テッテイ		造成初期は、○○にないよう、生育状況を確認しながら××や△△を適宜実施すること。 ゾウセイ ショキ セイイク ジョウキョウ カクニン テキギ ジッシ		造成初期は、播種牧草の定着生育の状況を確認しながら、雑草等の競合に負けないように、必要に応じて除草剤散布や掃除刈り等を適宜実施します。また土壌診断に基づいた施肥管理を徹底します。 ハシュ ボクソウ テイチャク セイイク ザッソウ トウ キョウゴウ マ ヒツヨウ オウ ジョソウザイ サンプ ソウジガ トウ ドジョウ シンダン モト セヒ カンリ テッテイ

		No.2		施肥管理は、どのような点について留意する必要があるのですか。 セヒ カンリ テン リュウイ ヒツヨウ		○○に留意すること。また、生育期間中に土壌中のカリ含量が低下することもあることから、可能であれば、○月頃に、土壌分析を行うことが望ましい。 リュウイ セイイク キカンチュウ ドジョウチュウ ガンリョウ テイカ カノウ ガツ ゴロ ドジョウ ブンセキ オコナ ノゾ		　土壌分析を実施し、土壌管理指標に基づいた施肥等を行います。特に牧草中の放射性セシウムは、土壌中のカリウム含量やｐHの影響を受けることから、これらが低下しないよう確実に施用します。また窒素施肥で牧草を十分に生育をさせることは、相対的に牧草中の放射性セシウム濃度の低下につながります。 ガンリョウ チッソ セヒ ボクソウ ジュウブン セイイク ソウタイテキ ボクソウ チュウ ホウシャセイ ノウド テイカ		○○に留意すること。また、生育期間中に土壌中のカリ含量が低下することもあることから、可能であれば、○月頃に、土壌分析を行うことが望ましい。 リュウイ セイイク キカンチュウ ドジョウチュウ ガンリョウ テイカ カノウ ガツ ゴロ ドジョウ ブンセキ オコナ ノゾ		（２）No７のA

		No.3		牧草地のカリ不足は、どのようにしたら見分けられますか。 ボクソウ チ ブソク ミワ				　土壌中のカリ濃度の低下を、牧草の葉色等から判断することは出来ません。定期的に土壌分析を行い、カリ濃度が低下しないよう留意してください。 ドジョウチュウ ノウド テイカ ボクソウ ハ イロ トウ ハンダン デキ テイキテキ ドジョウ ブンセキ オコナ ノウド テイカ リュウイ

		No.4		カリウムを多量に施肥すれば、牧草の放射性セシウム濃度がさらに低下するのですか。 タリョウ セヒ ボクソウ ホウシャセイ ノウド テイカ				　カリが極端に不足している土壌では、牧草のセシウム吸収が促進されることが知られています。しかしながら、カリウムの過剰な施肥により家畜にマグネシウム欠乏が発生し病気（グラステタニー）を起こすことがあることが知られていますし、肥料費も嵩むことから、土壌管理指標に基づいた適切な施肥を行えば、放射性セシウムの吸収を抑制する効果は十分あると考えられています。 キョクタン フソク ドジョウ ボクソウ キュウシュウ ソクシン シ カジョウ セヒ カチク ケツボウ ハッセイ ビョウキ オ シ ヒリョウヒ カサ テキセツ ホウシャセイ キュウシュウ ヨクセイ コウカ ジュウブン カンガ

		No.5		放射性セシウム吸収抑制対策としてゼオライト等を施用した方がよいのですか。 ホウシャセイ キュウシュウ ヨクセイ タイサク トウ セヨウ ホウ		補助対象となるかどうかについては、事業担当へ要確認のこと。これまでの調査等からは、ゼオライト等粘土鉱物の吸収抑制効果は、費用対効果が非常に低いことから通常の牧草地については、あまり推奨できない（P）。 ホジョ タイショウ ジギョウ タントウ ヨウカクニン チョウサ トウ トウ ネンド コウブツ キュウシュウ ヨクセイ コウカ ヒヨウ タイコウカ ヒジョウ ヒク ツウジョウ ボクソウチ スイショウ		　ゼオライトなど粘土鉱物等の吸収抑制効果については、現在農林水産省でそれらの結果をとりまとめているところですので、まとまり次第お知らせします。 ネンド コウブツ トウ キュウシュウ ヨクセイ コウカ ゲンザイ ノウリン スイサンショウ ケッカ シダイ シ		補助対象となるかどうかについては、事業担当へ要確認のこと。これまでの調査等からは、ゼオライト等粘土鉱物の吸収抑制効果は、費用対効果が非常に低いことから通常の牧草地については、あまり推奨できない（P）。 ホジョ タイショウ ジギョウ タントウ ヨウカクニン チョウサ トウ トウ ネンド コウブツ キュウシュウ ヨクセイ コウカ ヒヨウ タイコウカ ヒジョウ ヒク ツウジョウ ボクソウチ スイショウ

		No.6		堆肥等は施用すべきですか。 タイヒ トウ セヨウ		青刈りとうもろこし栽培に於いて、継続的に堆肥を施用したほ場では、飼料中の放射性セシウム濃度が、施用していないものと比較して、低くなったことが分かっている。400Bq/kg以下の堆肥については、施用可能であることから、積極的に活用されたい。 アオガ サイバイ オ ケイゾクテキ タイヒ セヨウ ジョウ シリョウチュウ ホウシャセイ ノウド セヨウ ヒカク ヒク ワ イカ タイヒ セヨウ カノウ セッキョクテキ カツヨウ		　土壌分析結果から有機質が不足している場合は、堆肥等有機資材の施用が必要となります。
　これまでの調査から、青刈りとうもろこし栽培において、土壌中のカリ含量が不足するほ場において、継続的に堆肥を施用したほ場では、飼料中の放射性セシウム濃度が堆肥を施用していないものと比較して、低くなったことが分かっています（（独）畜産草地研究所）。なお、400 Bq/kg以下の堆肥については、施用可能であることから、積極的に活用してください。 ドジョウ ブンセキ ケッカ ユウキシツ フソク チョウサ アオガ サイバイ ドジョウチュウ ガンリョウ フソク ジョウ ケイゾクテキ タイヒ セヨウ ジョウ シリョウチュウ ホウシャセイ ノウド タイヒ セヨウ ヒカク ヒク ワ ドク チクサン ソウチ ケンキュウジョ イカ タイヒ セヨウ カノウ セッキョクテキ カツヨウ		青刈りとうもろこし栽培に於いて、継続的に堆肥を施用したほ場では、飼料中の放射性セシウム濃度が、施用していないものと比較して、低くなったことが分かっている。400Bq/kg以下の堆肥については、施用可能であることから、積極的に活用されたい。 アオガ サイバイ オ ケイゾクテキ タイヒ セヨウ ジョウ シリョウチュウ ホウシャセイ ノウド セヨウ ヒカク ヒク ワ イカ タイヒ セヨウ カノウ セッキョクテキ カツヨウ

		No.7		牧草の処分は、どのようにすれば良いですか。 ボクソウ ショブン ヨ		昨年暫定許容値を超過したことにより、利用できない牧草については、8,000Bq/kg以下のものは、生産されたほ場へのすき込みが可能。すき込みによる牧草の放射性セシウムの濃度の上昇は、元の牧草と比較して小さいと推定されることや、焼却処分等に時間と労力等がかかることから、可能であれば、更新前に生産ほ場へすき込みによる処分をしていただきたい（最後のチャンス）。 サクネン ザンテイ キョヨウチ チョウカ リヨウ ボクソウ イカ セイサン ジョウ コ カノウ コ ボクソウ ホウシャセイ ノウド ジョウショウ モト ボクソウ ヒカク チイ スイテイ ショウキャク ショブン トウ ジカン ロウリョク トウ カノウ コウシンマエ セイサン ジョウ コ ショブン サイゴ		　暫定許容値を超過したことにより、飼料利用できない牧草等については、8,000 Bq/kg以下のものは、生産されたほ場へのすき込みが可能です。すき込みによる牧草の放射性セシウムの濃度の上昇は、元の牧草と比較して小さいと推定されることや、焼却処分等に時間と労力等を要することから、可能であれば、更新前に生産ほ場へすき込み処分をすすめて下さい（更新後にほ場へすき込むことは困難なため）。 ザンテイ キョヨウチ チョウカ シリョウ リヨウ ボクソウ トウ イカ セイサン ジョウ コ カノウ コ ボクソウ ホウシャセイ ノウド ジョウショウ モト ボクソウ ヒカク チイ スイテイ ショウキャク ショブン トウ ジカン ロウリョク トウ ヨウ カノウ コウシンマエ セイサン ジョウ コ ショブン クダ コウシン ゴ ジョウ コ コンナン		昨年暫定許容値を超過したことにより、利用できない牧草については、8,000Bq/kg以下のものは、生産されたほ場へのすき込みが可能。すき込みによる牧草の放射性セシウムの濃度の上昇は、元の牧草と比較して小さいと推定されることや、焼却処分等に時間と労力等がかかることから、可能であれば、更新前に生産ほ場へすき込みによる処分をしていただきたい（最後のチャンス）。 サクネン ザンテイ キョヨウチ チョウカ リヨウ ボクソウ イカ セイサン ジョウ コ カノウ コ ボクソウ ホウシャセイ ノウド ジョウショウ モト ボクソウ ヒカク チイ スイテイ ショウキャク ショブン トウ ジカン ロウリョク トウ カノウ コウシンマエ セイサン ジョウ コ ショブン サイゴ



機密性２B情報		関係者限り




表１



						　図１9　牧草選定の目安（標高での区分） ズ ボクソウ センテイ メヤス ヒョウコウ クブン

						草　種 クサ シュ				地帯※１ チタイ		高標高 コウ ヒョウコウ		中標高 チュウ ヒョウコウ		低標高 テイ ヒョウコウ

										標高区分 ヒョウコウ クブン		1,000m以上 イジョウ		300～1,000m		0～300m

						寒地型
牧草 カンチガタ ボクソウ		チ モ シ ー				○		△

								オーチャードグラス				○※2		○		○※2

								トールフェスク				○		○		○

								メドウフェスク				○		○

								ペレニアルライグラス				△		○

								ハイブリッドライグラス						○		○※3

								フェストロリウム						○		○※3

								イタリアンライグラス						○		○

								ケンタッキーブルーグラス				○		○		△

								リードカナリーグラス				○		○		△

						暖地型
牧草 ダンチガタ ボクソウ		ミレット（栽培ヒエ） サイバイ								○

								センチピードグラス						△		○

						注） ○：適  △：やや適～やや難　　 ナン

						※1　理解しやすいよう標高で地帯を区分してありますので目安と考えてください。実際には、平均気温や積雪日数、降水量等により、この区分通りにならない地域もありますので、詳細については、地域の普及センター等へお問い合わせください。 リカイ ヒョウコウ チタイ クブン メヤス カンガ ジッサイ ヘイキン キオン セキセツ ニッスウ コウスイリョウ トウ クブン ドオ チイキ ショウサイ チイキ フキュウ トウ ト ア

						※2　対応可能な品種の利用（高標高地：北農研育成品種(はるねみどり等)、中～低標高地：畜草研育成品種（まきばたろう等）） タイオウ カノウ ヒンシュ リヨウ コウ ヒョウコウ チ ホクノウ ヒンシュ トウ チュウ ヒンシュ トウ



						※3　太平洋沿岸沿いの低標高地帯（夏期比較的冷涼な地域） タイヘイヨウ エンガン ゾ テイヒョウコウ チタイ カキ ヒカクテキ レイリョウ チイキ





機密性○情報		○○限り




表２

		表２．本地域における地帯別混播の組合せ例 ヒョウ ホン チイキ チタイ ベツ コンパン クミアワ レイ

		1. 高標高地帯　（標高1,000m以上） コウヒョウコウ チタイ ヒョウコウ イジョウ



				チモシー主体：採草地用 シュタイ サイソウ チ ヨウ								オーチャードグラス主体：採草地用 シュタイ サイソウ チ ヨウ

				草種 ソウシュ		品種名 ヒンシュメイ		播種量
(kg/10a) ハシュ リョウ				草種 ソウシュ		品種名 ヒンシュメイ		播種量
(kg/10a) ハシュ リョウ

				チモシー		クンプウ		2.0				オーチャードグラス		はるねみどり		2.0

				メドウフェスク		ハルサカエ		0.5				メドウフェスク		ハルサカエ		0.5

				計 ケイ				2.5				計 ケイ				2.5



		2.中標高地帯　（標高300～1,000m） チュウ ヒョウコウ チタイ ヒョウコウ



				オーチャードグラス主体：採草地用※ シュタイ サイソウ チ ヨウ								ペレニアルライグラス主体：放牧地用 シュタイ ホウボク チ ヨウ

				草種 ソウシュ		品種名 ヒンシュメイ		播種量
(kg/10a) ハシュ リョウ				草種 ソウシュ		品種名 ヒンシュメイ		播種量
(kg/10a) ハシュ リョウ

				オーチャードグラス		アキミドリⅡ		1.7				ペレニアルライグラス		ヤツユタカ		1.7

				ペレニアルライグラス		ヤツカゼ２		0.3				トールフェスク		ホクリョウ		0.3

				計 ケイ				2.0				計 ケイ				2.0

				※　低標高地帯でも利用できます テイ ヒョウコウ チタイ リヨウ

		3.低標高地帯　（標高300m未満） テイ ヒョウコウ チタイ ヒョウコウ ミマン



				オーチャードグラス主体：採草地用 シュタイ サイソウ チ ヨウ								オーチャードグラス主体：放牧地用 シュタイ ホウボク チ ヨウ

				草種 ソウシュ		品種名 ヒンシュメイ		播種量
(kg/10a) ハシュ リョウ				草種 ソウシュ		品種名 ヒンシュメイ		播種量
(kg/10a) ハシュ リョウ

				オーチャードグラス		アキミドリⅡ		1.5				オーチャードグラス		まきばたろう		1.7

				トールフェスク		ウシブエ		0.5				ケンタッキーブルーグラス				0.5

				計 ケイ				2.0				レッドトップ				0.3

												計 ケイ				2.5



				　この他にも、さまざまな草種・品種の組合せがあります。詳細につきましては、お住まいの地域の普及センター等へお問い合わせください。 ホカ ソウシュ ヒンシュ クミアワ ショウサイ ス チイキ フキュウ トウ ト ア
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Sheet1

				地域 チイキ				草種 ソウシュ		平成24年　（平成25年） ヘイセイ ネン ヘイセイ ネン																										平成25年 ヘイセイ ネン

										７月 ガツ						８月						９月						１０月						１１～３月						１２月						１月						２月						３月						４月						５月						６月

										上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ		上 ウエ		中 ナカ		下 シタ

				時期は、出穂始めのおおよその時期で、出穂期は、通常約１週間後

高標高地帯向


全標高地帯向


高～中
標高地帯向


中～低
標高地帯向 ジキ シュッスイ ハジ ジキ シュッスイキ ツウジョウ ヤク シュウカン ゴ コウヒョウコウ チタイ ム ゼン ヒョウコウ チタイ ム コウ チュウ ヒョウコウ チタイ ム チュウカラ テイ ヒョウコウ チタイ ム		永年生牧草 エイネン ナマ ボクソウ		オーチャード
グラス

								チモシー

								ペレニアル
ライグラス

								トール
フェスク																																																														※　奨励品種ではないため事前に確認のこと ショウレイ ヒンシュ ジゼン カクニン

						単年生牧草・飼料作物 タンネンセイ ボクソウ シリョウ サクモツ		イタリアン
ライグラス
(単年栽培) タンネン サイバイ

								えん麦

								青刈り
トウモロコシ

								ミレット（ヒエ）

								イネWCS
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準備

準備

準備

準備

準備

準備

準　備

反転・耕起、整地、
汚染牧草等の鋤込み、除草剤散布等



まきばたろう

5月中

アキミドリⅡ

5月上

ポトマック

5月上

クンプウ

6月上

はるねみどり

5月上

ハルジマン

5月中

ホライズン

6月上～中

ヤツカゼ２

5月中

ヤツユタカ

6月上

播種

播種
秋播き

播種
春播き

8月播種

3～4月播種

収穫期　（平成25年）

播種

収穫期　（平成25年）

移植

収穫期　
（平成25年）

青　　色

緑　　色

紫　　　色

赤　　　色

播種

播種
（草地更新）

　高標高：　８月下旬
　中標高：　９月中旬
　低標高：１０月上旬

までに播種を終了

・適期を逃した場合は、春播きを検討
（P8. Q11参照）



Sheet2

		地帯 チタイ		高標高地帯 コウヒョウコウ チタイ				中標高地帯 チュウ ヒョウコウ チタイ				低標高地帯 テイ ヒョウコウ チタイ

		標高 ヒョウコウ		1,000m 以上 イジョウ				1,000～300m				300m 以下 イカ

				草種名　（品種名） ソウシュ メイ ヒンシュ メイ		播種量
（kg/10a) ハシュ リョウ		草種名　（品種名） ソウシュ メイ ヒンシュ メイ		播種量
（kg/10a) ハシュ リョウ		草種名　（品種名） ソウシュ メイ ヒンシュ メイ		播種量
（kg/10a) ハシュ リョウ

		草種
（基本的な例） ソウシュ キホンテキ レイ		【採草地用】
オーチャード（はるねみどり）
メドウフェスク（ハルサカエ） サイソウ チ ヨウ		2.0
0.5		【採草地用】
オーチャード（まきばたろう）
ペレニアル（ヤツカゼ２） サイソウ チ ヨウ		1.7
0.3		【採草地用】
オーチャード（アキミドリⅡ）
トールフェスク（ホクリョウ） サイソウ チ ヨウ		1.5
0.5

		草種
（オーチャード
節約） ソウシュ セツヤク		【採草地用】
チモシー（クンプウ）
メドウフェスク（ハルサカエ） サイソウ チ ヨウ		2.0
0.5		【放牧地用】
ペレニアル（ヤツユタカ）
トールフェスク（ホクリョウ） ホウボク チ ヨウ		1.7
0.3		【放牧地用】
オーチャード（まきばたろう）
トールフェスク（ホクリョウ） ホウボクチ ヨウ		1.5
0.5

		播種限界時期 ハシュ ゲンカイ ジキ		8月下旬まで ガツゲジュン				9月中旬まで ガツ チュウジュン				10月上旬まで ガツ ジョウジュン
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